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植物生長抑制剤について -CCC,B鵬 を中心にして一 高橋英一 (京都大学良学部植物栄養学研究室)

植物生長抑制剤についてはすでにCatheyl)(1964),

山田萱 2)(1966),太田敏郎3)(1967)らの綜説があるの

で詳細はそれらにゆずり,ここでは土壌肥料学分野の

-研究者の目を通してみた生長抑制剤についての覚え

古ということにとどめたい.

著者が実際にとりあつかったのは数多い生長抑制剤

の中でCCCとB995だけであり,また抑制剤の土壌 ･

植物中での変化と抑制効果との関係というとりあげ方

であったが,それらの実験結果の紹介が中心になるこ

とも御諒承願いたい.

Ⅰ.生長抑制剤のあらまし

1949咋 Wirwille,Mitchellら1)は-辿のニコチニ

ウム化介物が)_I.:いマメ(BlackValentinesnap･bean)

の芸の伸長を抑制することをみいだしたが,さらにそ

の翌1950年合成した6位の有機アンモニウム化合物と

くにAmo1618と呼ばれる物質が同じマメに対し著し

いmrl'川 1良抑制作用を示すことを胡LJBB)した. これが

iL!戊抑制剤邦1巧である.

以米今日に至るまでLL:Ll抑制作JTlをもつ多飲の化合

物が合成されてきたが,主なものを示すと節1表のと

おりであるl~9).それらの梢迫は環状梢道をもつもの,

もたないもの,第4級アンモニウム基をもつもの,ち

たないものとさまざまであり共通性をみとめにくい.

また代表的な生長調整物質であるIndoleaceticacid,

Gibberellineがいずれも植物体より蝉離されたもので

あるのに対し.これらの生長抑制剤はすべて合成品で

ある.現在伯物体に存在し生長抑制作用をもつ物質10)

としてはAbscisin酸およびp-coumaricacidが知ら

れているが.これらとも稲造を異にしている (節1表

執7.(I).

iLiLi抑制剤はT業の如拙の細恥分割や仲良生長をおさ

え等丈を知かくするが,蛙戊そのものは阻fIHせず,ま

たオーキシン菊のように形成作用をおこさないのが特

徴とされている.このような抑制剤の作用は直接的と

いうよりも,体内のAuxin,Gibberellineに対する作

用を通じて発現されるものと思われる.これについて

は抑制剤が antiauxin,anti･gibberellineとして括抗

的に作用するかあるいは体内におけるAuxin,Gibbe･

rellineの生成を阻害する anti･metabolite として作

用するかの2つの考え方がある.そのいずれであるか
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は現段階では断定できない.しかしながら抑制剤の化

学構造が さまざまであり,Indoleaceticacid や

Gibberelline との窺似点もないこと,Amo1618や

CCCが Gibberellineの生体内での合成を抑制すろ作

用のあること11),Bo95は Tryptamineか ら Indo･

lealdehydeへの酸化を触媒するDiamineoxidaseの

作用を抑制し,Indolaceticacidの生成を阻彰する

こと12),また外部から与えられたGibberellineに対し

Amo1618,PhosphonD,CCC,BMが抵抗作用を示

さなかったという報告があることなどから,抑制剤は

それぞれ何らかのかたちで体内における生長物質の生

成過程を阻害し,それらの体内レベルを変化させるこ

とによって抑制作用を発琴丘するのではないかと推窮さ

れる.

抑制剤は構造が様 で々あるが.その作FT]にもらがい

がある.すなわち抑制剤としての有効性が仙物の超斑

によってことなる.たとえばAmo1618の草丈短縮効

果はイソゲンマメでは鎖著であるが.トマト,キャベ

ツ,カリフラワー,ナスなどには明らかな効果を示さ

ない.これを効果についてplantspectrumがあると

いう.このplantspectrumはPhosphon,CCC,B…

と新しく開発された化合物ほど広くはなるが,しかし

依然として枯物の珪矧 こよって効果に大小があろ.こ

れはどういうことであろうか.たとえばこれらの化合

物の植物組織巾への透過性のちがいが主な原凶になっ

ているのであろうか.あるいは柄物体内での生長物Iq

のレベルやはたらき方が胎物の柾矧 こよって異なると

ころがあるのであろうか.抑制剤の効果は双子恭植物

に大で畔子弟旭物には小さいという傾向がみられるが,

Auxinによる植物組綴よりのカルス静副こおいても両

的物間に差異がみとめられ,これらの間に何らかの附

迎があるようで8℃昧探い.このplantspectrumの別

象は抑制剤の作用機作や枇物の生長生班のIrl利別こ一つ

の関越を提供するものであろう.

抑制剤として開発された化合物には本来の生Li抑制

作用以外にもいろいろの作用のあることがわかってき

た.すなわち花数の増加,着果熟成の促進,雌雄卿E
の植物では雌花の着生率の増加など生餌生長の促進を

みとめた報告が多い.また切花の水もらをよくした

り,果菜訴菜斑の収穫後の貯液性を向上させるなどの

報告,さらには栽培中の苗臥 位n,乾塊 13),高塩矯
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マメ類キクなどに有効.

Plantspectrum はせまい.燕面散布

土壌処理ともに有軌 土壌中の残効期

間は極めて長いといわれる.

パイナップルの茎の伸長を減少せしめ

北伐を誘凪 環状椛道も不飽和のC-C

節介ももっていない.

キク.マメ机 ダイコン.キウ.)など

にイf効.Plantspectrum はややLlい

gSWrfF(仰 こより1j37ffl),'でろ.二Il.蛸処和
はイJ効で残効川r-1Uも'.Wh似 ､.

マメ机 ナクネ.ダイコン. トマト,
キウリ, トウモロコシ.アサガオ.小
払 タバコ.その他多数にTf軌 Plant
spectrum は広い.1Jli而倣-m土地処理
ともにイi効.TJ3両倣和で一時的に雅身
m辺部にクロロシスをおこす.土塊巾
の班効JmELTqは粒い.

マメ獄,ダイコン. トマト,キウt),

アサガオ,イネその他多数に有効.

Plantspectrum は広い.菜面散布が

有効.土壌中での分解は早くときに薬

害のでることあり.

H8C CH3 CHS

＼/ l

/＼./′＼/ゝ

liヽ o H とooH

d＼ク＼cH30
AbscisinII

ルービンの未熟な英,未熟梯子に含ま

れ 粥花所架を促進し,コムギ子5'lCFm

切IJl'のiL:良を抑制する効米をもつ.エ

ンドウの牙ばえ.そのほか秋和のマメ

科榊 勿の未熟和子小にも見川されてい

ち.
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p-Coumaricacid

磯貝らはモヤシからオーキシンを申離

した際に同時に,生長抑制物質として

p-クマール願を結晶化した (未発表)
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汎皮l一)に対する抵抗性増大をみとめた報告もある.抑

制剤は枇物体内のIndoleaceticacidやGibberelline

の合,Fnやはたらさに彫饗を与えるものであるから,蝉

に仲良抑制だけではなく生煎生長の場面でも種々の彫

皆をおよはすこともありJLOるわけで,抑制剤として以

夕日こも利用の可能性がある.また抑制剤による邦画机

の縮少や細胞組級の形態変化は蒸散,吸水のは少を誘

心し.地物に対する種々の耐性の増大の一因となって

いると.rJlわれるが,今後さらに呼吸や体内代謝に対す

る抑制剤の彫轡や作用機梢を研究してゆく必要がある.

抑制剤の多くはFR面舶用される.しかし土壌施用が

有効であったり (Amo1618),菜面散布では薬害がで

たり くPhosphon),また逆に土壌施用では効果が乏し

かったり薬害がでたりするのもある(B895).抑制剤の

植物による吸収や土壌あるいは植物体中での形態変化

と抑制効果の関係をしらべた報告は,抑制剤の合成や

単なる施用試験の報告にくらべて少ない.これについ

ては第Ⅲ節で述べるが今後さらに一層の研究がまたれ

る.

ⅠⅠ. 碑物の生育に対するCCC,B995の請作用

これについての試験成約はわが国においてもすでに

多数あるが (文献 2)3)を参照されたい).ここでは

瓜実技術研究所の:h'野火氏lい17)(1965-7)の行なった

一辿の試験の結果を紹介する.

試験は士別 (ポット)で.CCC,B… はいずれ も

3000ppm (旭か剤ネオェステ.)ン添加)の水溶紋がfle

面散布された.供誠植物は水稲, トウモロコシ,廿日

大私 キウ1), トマト,ニンジン,アサガオ,イタ))

アンライグラス.オーチャードグラス,ルーサン.ラ

ジノクローバーなど多数に上った.

まず草丈抑制作用のplantspectrumであるが下記書

のようにBM にsensitveなものと,CCCにsensitve

なものが比較的明瞭に区別された

碍丈の大小 植物

control≧CCC>B的 水稲

control>CCC>B998 ニンジン

control≫CCC>BM アサガオ

control>,Bo90>CCC キウ1), トマト,ルーサ

ン,ラジノクロー バ ー.

オーチャードグラス,イ
タリアンライグラス

水稲に対して CCCの効果が乏しいのは従来の試験

成紋と同様であったが.おなじイネ科の トウモロコシ

では CCCの効果がみとめられた.

処理効果があらわれた場合について節間の組綴細胞

の形態変化を検鏡したところ,処理によって細胞のタ

+吉野氏の試験結求から著者が分茄したものである.
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テの長さが著しく短縮し,その結果節間がみじかくな

っていることが観察された (節2表参鮮)

CCCのjA3両散布のすぐあとで多 くの植物のfJiに

marginalchlorosisがおこったが,短期間に消失し,

格別の苦をのこさなかった. CCCは速やかに体内を

移動して災周辺に一時的に災枇し,その後消失するよ

うである. またこのような症状は BMSの災面散布で

は観察されないので,CCC独特の作用と思われる.

第2表 キウt)の節間細胞長におよはす Bo95,CCC

処理の影響 (吉野実1967)

l無 処 理 区 1B995処理区Lccc処理岡

注 1. 測定年月日 昭和41年6月15日
処理後28日日

2. 士朗(ポット)のキウt)(長日落合)の地上

部にBo的 CCCいずれも3000ppmの水

溶披く展着剤ネオエステ.)ン)をまんべん
なくDn詔

3. 測定には節2節閲を用いた

4. 測定値は各々3細胞の平均値

CCC,BM は地上部の生長を抑制する場合でも根部

の生長はあまり抑制しないか,場合によっては根部の

生長を促進することがみとめられた.この効果は廿日

大粒.ニンジンのような根菜類でとくに明らかであっ

た (節3表参幻).

節3表 廿日大根の生体韮 ･jTR柄良に対するBM 処

理の彫響 く吉野 火 1967)

座 処 理 区 IB995処 理 区

獅 良 く等慧 l 6･5 1 3･8

注 1. 調査年月日 昭和41年6月15日

B弼 処理後28日日

2. 土研くポット)の廿日大根(赤丸)の地上部

に B9953000ppm の水溶披 く旭か剤ネオ

エステt)ン)をまんべんなくPLl誠 (5月19
日)

3. 葉柄長は4fJSの平均値である.

4. 生体の水分含虫には処理間で有志盗はみ
とめられなかった.
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キウリ, トマトのような果菜類に対しては CCC,

BIHは花成や果実の成熟を促進する効果がみとめられ

た.すなわちキウTJに■CCC,B的処理をすると下位節

から花が着生し,また雌花の宕花率が多くなった.わ

い化がはげしいときは花の絶対数は城少するが,適当

な処理によって雌花の数は増加した.■またキウT), ト

マトとも処理によって架火の肥大が促逃され.その結

果早どりが可経であった.

アサガオに対してはBM8,CCCとも開花肌をfilめる

とともに.つるはのびず茎の11部に花田を邪生し.地

上数cmのところで花が開いた.これらの作用はccc

よりBM の万が若干遺かった.抑制剤による観Tr用

植物のわい化については,キク,ポインセチア,アザレ

ア,ユリなどについて効果の大きいことがみとめられ

ており一部実用化されているが (PhosphonI8)),B帥5,

CCC処矧 こよって支柱なしでアサガオを親許するこ

とも可経と払われる.

水稲に対する Bm の抑制効矧 まポット試験の吻公

より田場試験の方が大きかった. これには桝訴状闇に

おける光環境が彫響しているものと思われる.処矧 こ

よって弔文の抑制とともに分けつの増加がみとめられ

たが駈ばらみ朋の処理は出稔時の粒首の仲良をおきえ

山班をおくらせ収昆低下をきたすので,栂ばらみ期以

後の処理は好ましくないと,nわれた.

以上のように Bo95,CCCは生長抑制作用のほかに

種々の作用を里するが,その中には胡極的に利用を検

討すべきものも含まれており今後の問超として弼昧深

い.

●
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キ ウ リ

yTt- 一 斗 新郎盃
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-ヽ
､-q 巽南桐

(4W)

ⅠⅠⅠ,JlM の土壌および植物体中における挙動と生

長抑制効果との図体

昭和41･42年の両年度文部省科学研究費を得て,主

として B998を供試して, その生長抑制力の持続性,

植物体中における移動ならびに代謝,土壌中における

代謝について一連の研究19,20'を行なったので以下にそ

の結果の一部を紹介してこの桐を終りたい.

1. B糊 の生長抑制力の持続性

Lt:戊抑制物11を栽培技術に応mする場合には,抑制

効米の大きさ.1J一効な机物柾の数のほかに効果の持続

性が閃凹になる.

生長抑制物TIの申にはインゲンに対する Amo1618

の作用のように,処理した植物体より採種した種子か

ら発芽した節2代目の植物にも抑制効果がみとめられ

た例もあるが,BM の効果の持続性はそれほど大でな

い.たとえば水稲では間をおいて数回燕面施用LLない

と.生育後期まで抑制効果が持続しにくい場合がしば

しばある.

もっともラジノクローバの B剛 の辞而散布 (3000

ppm)試験で東昭i倣祁後あろ川問を経て地上部を刈取

り,そのあと朽生した芸柴に抑制効架がみとめられた

場合もあり,指紋性についても枇物関にかなりの差異

のあることは-I,.Qlされる.

ml図はキウT)および水稲に対する B194の碍丈抑

制効米を比校したものである.処ffn!後4i郡司口におけ

る効果をくらペると明らかにキウ.)の方が大であった.

キウ))では 1000ppm 以下でmTlq良のほかyJ3両&'1の縮

少もみとめられたが,新郎爪はほとんど彫管をうけて

水 稲

＼

0 5001000 2000 0 5001(X氾 20(氾 3000 4000 5000

B995の処理濃度 '(ppm)

那1図 f:亡父の伸長 ･菜面税 ･新鮮重に対する B糊 の彫響 (著者ら1968)

( )は処世後の経過遇数 暮B糊 無処理 (B… Oppm)の低を100とした指数
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おらず.17.:丈はおさえるがJLfJ''そのものはおさえない

という抑制剤の特徴があらわれているが.水稲では巾

丈抑制効火のfyjらかなのは 1000ppm 以 1-.であり新鮮

'r(も･'.'蚊 とhd様に減少した.よた水稲に対する'■.'〔火抑

制劫火は処雌後 2週日'ilHのJJ'が人であり,キウl)にく

らペて効縦の持統性の劣る点についても佃者の題児が

66

みられる.

木･R軟のように締舶吸収させ1=噛付 こは,Bo95は極

めてよく吸収され,処PIl.lr(後における帖内の B㈹ 泌皮

はキウー)と水稲で大きlLi･井.州 士なかった.したがって

このJ:うな効141の捌 ttのJll州 としては.効出発跡 こ助

する B… の体内淑皮あろいは休内での BM 淡J度の維

耶 2岡 経根あるいは経3'jS吸収した 】4C-B99,の水稲, キ

ウリ巾の分布を示すラジオオー トグラフ. /は

HC-B995の吸収部位を'Jtす (洋者ら1967)
キウリ:左川は鮎川由後,右仙 ま15日後

水稲 :ブLiの2つは鮎川ttt後,右の2つは15H後の

放射碓分布状憤

節3M HC-B州 を粍掛吸収させたLli後の水稲 (右側上200倍,下8001告)およびキウ.) (左側上801汎

卜800倍)の '&)IE部肪断llll'の ミクロラジオオー トグラフ虫い部分が )一Cの存在を示している.

(B=者 ら 1968)
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持力が両植物間で異なるためではないかと考えられる.

2. 植物体中での B995の移動

吸収された B州 の植物体巾での移動をしらべるに

は放射性炭素で標識した BM を用いるのが班利で.

これまで果樹について2,3の榔Ji(リンゴMartinら

1964,サクランボ Ryogo1966)がなされているが.

著者らもカルポニルおよびカルボキシル兆の炭訪;･を梯

0

琵:記N.HH-Nく::;

ll

I

*Cは放射性の 11C

pYhLT:BM5を用い,水稲およびキウ1)について吸収

された IICIB995の移行の模様をしらべた.

邦2図はその ラジオオー トグラフで,白い部分が

llC-BMBの存在を示している.施用宙後の写JiFlから,

B…の休内移動は申いが.経椴吸収の方がjX5両吸収よ

りも速やかであることがわかる.移動分布は主として

経根吸収の場合は碍管を-N6両吸収の場合はm管を通っ

て行なわれるものと思われる. 15日後これらの HC-

BM はその後新生した部分へ移動し,その巾のもっと

も新しい部分に柴耶している.また]Rでは3'R派の米苅f'uL

部に災まる傾向がみとめられる.

郡3図は11CIBm を6時間経板吸収させた机物の巽

基部の組紙のミクロラジオオートグラフ(偵断面)で,

黒い部分が llC-B糊 の存在を示している.

キウ.)では表皮細胞J乱 碍管部,菜料紙細胞の細胞

壁周辺に非関に多く,細胞質部分はこれにくらべろと

103pl,｡､ キ ウ .) 水 稲

0 2 4 6w O 2 4 6W

著しく少なかった.水稲も同様の幌向で粟鞄粗枯お速

び碍管租鰍 こ非7;Yfこ多かった.

B州 は吸収ilt後にはそのほと4,どが粗抱の Outer

space河粉 に11:なし.その後徐々に innerspace(細

胞TI内)にとりこまれてゆくものと.E払われる.

これらのラジオオートグラフから吸収されたB995の

体内移動が非7ほに速やかであることがBJi解される.

3. 机物体Iflでの B… の代謝

机物に吸収された BM の体内での消ilは,B… の

抑制効知の大きさや持続性,･またそれらの拾物の種斑

による差異などと直接関係する問題である.

第4表および第4図は経板吸収させた 1-C-B99,の

totalactivityの消長を示している.activityは2週

間後キウリではyi,水稲では好に,また6週間後キウ

.)では妬.水稲では%に低下しており,体内からの

郡4表 机物肘 lりこ吸収された HC-B995のゆくえ Ⅰ

机物(小IIの HCtotalactivityの経時的変化

(rn.一帯ら 1968)

llCI
BogS処迅旦後

LB 後

2i即日

4主那q

6矧L.rJ

キ ウ リ

2t6L･-6LT̀t3Lo･6
×103cpm
210･2(100)

108.3(52)

97.8(47)

70.7(34)

×103cpm
210.2(100)

112.4(53)

81.9(39)

57.3(27)

水 稲

=o'C; :!∩●C_

聖

103pplll ヰ ウ リ 水

0 2 4 6w O 2 4 6W

14C-B995吸収後の経過遡数

的物体中の 11Cactivity(total) 培養紋中の 11Cactivity(total)

第4図 植物体に吸収された 1-CIBM5のゆくえ (苓者ら1968)
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activity■の消失は速やかであろが,とくに水稲におい

て著しかった.

また培養液中にはかなりの activityが検出された

が, これは植物根からの体内-1-CIB｡98の放出を反映

しており,キウリより水稲の方が高くまた体内の1-C-

B… のレベルが低下すると放出も滅少した. (第5表

および第4図参照)もっとも経根放出されたactivity

が全部そのまま培養液に残存していたかどうかは疑問

で,測定までに培養紋からある程度の逸散があったと

脇われる.6週間後培養液から回収された1-C-activity

が20oCにくらベ30oCで低いのは,地上部経由の1-C

の退散が多かったためか,経根的に放出された1-Cの

培養絞中からの逸散が多かったためかは明らかでない･

つぎに植物体中の HC-BMSの形態変化を知るため

に,80%ェテルアルコールで抽出し,可溶部および不

溶部の放射能を計測した.さらに可溶部を2次元ペ-

第5表 植物体に吸収された1-C-B995のゆくえ ⅠⅠ

培養紋中のHCactivity(著者ら1968)

I一°-B…
処 理 後

キ ウ リ

20oC l30oC

水 稲

20oC l30oC

(吸収血書
に対する割
令)

(去チb4%)L(1…ヲ&,lad)

処理直後の植物体中の llCactivity
キウリ 210.2×103cpm (1ポット1個当り)

水 稲 196.5×103cpm (1ポット3個当り)

パークロマトグラムで分離し,B…-I-C,succinate-1lC,

othersoluble-HC各部分の放射能を計測した.第6

表はその結果である.キウリでは体内のHCの大部分

(90-85%)は BM のままであるが,一部 succinate

態としても存在し.また不溶部のaCtivityが経時的に

増加する幌向がみられ,それは20oCより30oCの方

が大であった.また水稲ではキウリよりこの幌向が大

きく,とくに30oCにおいて著しかった.

これらの結果は植物体内でB… が代謝され C02と

して逸散することを示唆している.しかしその虫は,

体内のHCの種々の体成分への散らばり万の少なかっ

たことからみて,多くはないように思われる.

このように拾物体内に吸収された B988は比較的速

やかに体外へ消失するが,その程度はキウリにくらペ

て水稲は大であり, これは B叫 の抑制効果やその持

続性がキウリにくらべ水稲では劣る一因と考えられる.

B… の消失の経路としては経根的排油とC02 とし

ての代謝的消失の2つが考えられるが,前者の方がは

るかに大きいと思われる.ラジオオートグラフにみら

れたように経根吸収直後B糊の大部分はOuterspace

にあるが,B紬 の供給が断たれるとまずこれが経択的

に排滑され, その後は細胞内にとりこまれた BM の

代謝的消失がつづくと思われる.水稲はキウリにくら

べ両経路の消失とも大きいようである.

4.土壌中での B… の代謝

生長抑制物質の中にはAmo1618やPhosphonなど

のように土壌処理によって有効なものもあるが,B約

の土壌処理は柴面散布より効果がうすいか場合によっ

てはtoxicなこともあるといわれている.これはBM

は土壌中で不安定で分解され易いことを示唆している.

この点を明らかにするために著者らはまず新鮮土,

滅菌土および砂に1000,5000ppm(風乾土当り)のBMB

を施用し,施用直後および2週間後に水稲,キウ.)香

播種し,発芽状憩とその後の生育経過を観訳した.

第6表 植物体に吸収された 1-C-B糊 のゆくえ ⅠⅠⅠ

植物体中の HC化合物の形態別存在比 (著者ら1968)

30oC
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OW は B905施用後直ちに捕球 2W はB的8舶用2辿rh)後に拘機

いずれ も揃邦後2週間における状況
郡 5岡 I二壌｢日における BllSの抑制作mのJ)1所 (A.満 ち1968)

節7点 灯f地巾での )一C-Bo18の'Le'j上作 (Ht'･打ち1968)

EtonSo】uble Eton

試 験 区 B995fraction Other,raction Tin,SaOcltT.bLe total

20C 30C 20C 30C 20C 30C 20C 30C

新 鮮 土 12.600 2.290 0990 0.400 9･990 5･700 23･4Gb 8･300

滅 菌 ニト 55.1 28.1 2.5 0.8 14,2 12.1 71･8 41･0

秒 54.8 17.2 37 19 7.6 3.5 66･1 22･6

水 約 枚 80.5 745 - 80･5 74･5

各区ともB… 1000ppmHC-Bo｡51′̀C (277×103cpm)を粁地 5gに添加 添加 14C に対

する伐/(:1-Cの制令でホす

その結果は新鮮土では Bp95は :C1.11速に抑制作用を火

った.たとえば播種2週TF-dlTufこ施川した 1000ppm の

B198の抑制効果はほとんどみとめられなかった.これ

にくらべて滅菌土や砂では効果の持統他は人であった

が. これらのh'･地中でも B995の効果は放正してお く

とれ盈退することがみとめられた (第 5図参照).

つぎにこれら析地中における B995の 挙動をしらべ

るために, 新鮮 ll., 滅菌 士, 砂, 水各 5gに B995

1000ppm,1-C-BlO61FLC を添加,飽 和水分状儀 で

20°Cおよび 30Cの温度 Fで4週間放置後,8000'ェ

テルアルコールで 卜.娘を地肌 抽出液をペ-パークロ

マ トグラムで分離し,1-Cactivityを汎定した.その

節8表 '一C-Bog,鮎川t二地か らの 1-C02 の発/l三
(30Co)(P.:打ら1968)

州uiされた 1-CO2 4過日"J後 t二蛸蛇(I:HC

wjF･･･J(過)Cou;i.5.,C｡… 1-C-B… 豊 Y.bnle

::… 三…:冒(三…:…冨;I l
0-3 83.9(30.3%)

0-4 85･8(31･0,00,) 3.x21(?ヲ謬 )16.x21(27C.?ooT･)

新鮮土 10gに B9951000ppm 14C-B99,1iLC(277

×103cpm)蘇)瓜 飽水状闇.★添加 14C に対する

捕雑 】一CO 2あるいは残存 HCの割合を示す.
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30oC

第6図 土壌中の11C-B糊 より発生したHC02の捕袋

結果は第7表のとおりで新鮮土では4週間後にBmは

当初のわずかhi～Jiにすぎなかったが.滅菌土ではIi

～X,水溶淡では.4/5-3/4となお相当の部分が残存

していた. また氾皮上昇 (20●ぅ30●C)の彫蟹の大き

さからみて.新郎土では BM は微生物により急速に

分解され COlとして退散したものと似われる. なお

これをたしかめるため邦6図のような班粒で lJC-B約

を施用した土地から発生するHCOZをTLn災測定したと

ころ.郡8誠のようにかなりの出のlJC02の発生をみ

とめた.なお刑火HC絞出に対し捕災したHC02が低

いのは,frti災方法の不鵬のためLICOZの回収の想かっ

たのが主な広場 と批娯される.

以上の結封から B剛 の土地処FJl効米が劣ろのは,

B996は土岐微生物によって'容易に分析をうけ C02と

して速やかに退散するためであると増えられる.

5. ま と め

生長抑制剤は一般にその効果に関して plantspec･

trum がある.B995は比較的有効範囲の広い抑制剤で

あるが,それでも双子穿植物にはよく効くが申子茄植

物には効きにくいという憤向がある.

ここで紹介した実験は水稲 (単子葉植物イネ科)と

キウ.) (双子fji植物ウt)料)を比較供試して行なった

ものであるが.その結架はやはりBooさの抑制効果 (拷

統性も含めて)は水稲よりキウ1)において田著であっ

た.

この机物の孤軌 こよって抑制勅封が514なるというこ

とは,生長抑制物nの利FT]両からも氾非朋明しておか

ねばならぬIlu血であろう.

このようならがいの原因として一応つぎのような三好

点が考えられる.

(1)抑制物Trが的物体内の作JT]部位へ到巡すること

の難易.穿面散布の場合には炎の出面の状態のちがい

70

が相当これに関係すると,Qlわれる.

(2)抑制効架発現のための作用部位における抑制物

質の必要浪皮の差共.

(3) 作用部位における抑制物男の肌庇保持性のちが

い.その際の抑制物質の消失経路としてはつぎの2つ

が考えられる.

a.代謝による抑制物質の消失

b.排掛 こよる抑制物質の消失

これらの申(1)については経根吸収させたBMはキウ

1),水稲とも同程度によくとりこまれたので,一応除

外できろ.(2)については抑制作用をうける側の生長Im

節系が水稲とキウリでちがうことも予想される (たと

えばキウ1)では BB95よりCCCに対してSenSitiveで

あるが,水稲ではその逆でCCCに対してはsensitive

でないということなどから)が,その内容については

現段階では推nrlはむつかしい.(3)に関してはB908の体

内含鼠と抑制効果の問に相関がみられたので塀因の一

つとして考えられろ.この場合体内からのB818の消失

速度のちがいが.組級的出的な両にあろのか体内代謝

的な両にあるのかの間出がある.水稲とキウt)の比較

では一応どちらの可能性も残されており,その虫的な

志誠については今後の検討が望まれる.

生長抑制物質を実際に施用する場合の今一つの問題

は土地の彫皆である.

B908は迅'i持薬面散布される.しかし土地にもある程

度かかり,また辞面散布されたB… も縫紋的にかなり

の虫が土壌中に排継されるので,拍物が土地中のBM

を吸収 (あるいは再吸収)している可能性は'It;'Sにある

わけで,ここに土壌中でのBMの動店が問題になる.

土地lllでのB約の代謝は枇物肘f78こくらべて著しい,

しかもその模様は土壌の化学的,物理的性質,根圏微

生物の活性,地組などによって大きく好饗をうけるか

ら,田切でのBM施用試験の結果を検討する場合,鶴

田土地の形轡も考ばに入れておく必要がある.そのた

めに今後 SoilBiochemistryの立場から大いに研兜の

行なわれることが期待される.
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ゴキブリの防御物井

2-Methylenebutanalandrelatedcompounds

in thedeffensivescentofPLatyzosten'acock･

roaclleS (Blattidae:Polyzosteriinae). D.F.

Waterhouseand B.E.Wallbank I.Insect

Physiot.13,1657.(1967).

ゴキブ))の分量路する防御物TIとして,今までに.

tyans･hex-2-enal,quinone頬 (ethyl-p-benzoqui･

none,methyl-♪-benzoquinone,p-benzoquinone),

p-gluconicacidと､その lactone等が知られている.

著者は,20種以上のオーストラ.)アのゴキプ.)の防

御物質を調べた結果,Platyzostcylacasta〝ca,P.

)'ungl汀.p.rufice♪S,P.moyosaが,上記 タイプ以外

の.人間に対して僻涙作用のある防御物質を分泌する

ことを見出し.そのfli離,榊造決定を行なった.

腹部郡六節と郡七郎のRgにある貯蔵喪から,毛細管

で活性物質を取り出した後.遠心分離で細胞成分を取

り除いた.3つの主成分と5つの副成分をGLCで分取

し.TLC,GC-MS,IR,UV,N山Rを用いて構造を

決定した.四種の間で含有量に,やや違いはあるが,

主成分として 2-methylenebutanal,2-methylene

butanol,2-methylenebutanalの二才n体を111離し,

2-methylenepropana12-methyl,butanal,21

methylenepentana12-metllyl,butanol,2-methy-

1enebutyricacidを副成分として得ている.

H8C2＼/＼

u｡｣く禁
Dimerof2-methylene-butanal

P.casEanea,P.ru/rceJIsは.これらを分泌する

時.尻を上げ-節減のポーズをとり,黄樺色に変化する

のに対し,P.)'u〝gl'I'.P.morosaは.このどちらも行

なわない.これは.後宥および,その predatorが夜

行性であるか.あろいは predatorが㌍椎動物でない

ためと考えていろ.

また.叩離された8つの化合物が.桐池上非'j桁に塀

似していることは.同じ生合成経柘で生成した可能性

を示唆すろが.tEIは的証明はなされていない.

(北村突彬)

イラクサキンウワJ<性誘引物質の特異性

Specificity oftheCabbageLooperSex

Attractant.R.S.Berger& T.D.Canerday.

J.Econ.Entomot.61,452.(1968).

イラクサキンウワバTn'chobEusF'anf(Hiibner)の

天然性誘引物質である cis-7-dodecenylacetateと7

種塀の合成類似化合物について室内誘引試験をした.

その結果を表に示す.実験例は少ないが.二琵結合の

水素とカルポニルグループの偲苅原子が分子の同じ側

で-田繰上に配位できることが活性発現に必要と考え

られる.2グループ間の抑耶およびエステル概部分の

改変も括性を低下させる.柾特邦性について検討した

結果,イラクサキンウワバ以外にキンウワバ五経tの3超

Pseudoblusl'arnctudens(Walker),Rachibtusl'aou

(Guen卓e),Autographabitoba(Stephens)はそれぞ

れ eis-71dodecenylacetateに反応し,各種白身の誘

引物質は他種間相互に有効であった.また DEGSカ

ラムをもちいたガスクロマトグラフィーの結果,各種

の性誘引物質の保持時間は cisl7-dodecenylacetate

と一致し,加水分解後 dodecenolを得た.
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